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科目名称
医学概論

授業コード
BA272

英語名称
Outline of Medicine

学期
2024年度前期

単位
1.0

担当教員
宮入  剛, 石田  等

※記入不要　ナンバリ
ングコード

授業の概要

本講義の目的として、医療現場において医療人としてのあるべき姿と仕事に対する姿勢・あり方を自ら考え
、実践していく能力の養成、特に現代医療において多職種間のチーム医療が重要視される中において他職種
のスタッフと効率的に連携できる能力、知識・技術第一となりがちな中で患者一人一人の人間としての尊厳
を優先する姿勢の養成を目指す。
本講義の担当教員は心臓血管外科専門医としての３０年以上の臨床実務経験を有する。本講義においては、
長年の実務経験で得たノウハウを活かしつつ、「いのち」とは何か、生命とは何か、という根本的な倫理的
課題の提示に始まり、次いで医学の歴史、現代医学の概要の解説、さらには現代日本の医療制度・医療シス
テムといった実践的な事項に至るまでの解説を行う。

科目に関連する実務経
験と授業への活用

臨床工学技士などを目指す上で必要な臨床医学の概要を医師としての臨床経験のある教員が講義する。

到達目標

カリキュラム・ポリシーに掲げる「単に視覚や技術を修得することにとどまらず、人と自然の調和をめざし
、すぐれた倫理観を兼ね備えた、時代を担える人材の育成」を実現すべく、生命観・生命倫理、医学の歴史
、現代医学の特徴についての概要を説明できること、また医療人としてあるべき姿とはどのようなものか、
医療現場において人間の尊厳をどのように守っていくか、ということについて常に自省する姿勢を身に着け
ることを到達目標とする。

計画・内容

１） 医学とは何か、生命とは何か
２） 医学の歴史１
３） 医学の歴史２
４） 病気の原因・病態
５） 病気の診断・治療・予防
６） 現代医療のシステム
７） 医療安全と医療倫理
８） まとめ

授業の進め方

教科書に沿いつつ、スライドを用いながら進行する。授業内容につき、学生と質疑応答を随時行う。
授業時間外においては、予習（該当範囲の教科書、３０分）、復習（授業ノート、１時間）を行う。
授業の進捗状況により内容を変更することがある。

能動的な学びの実施
該当せず

授業時間外の学修
予習：該当範囲の教科書を読み、大要を理解しておく、３０分。
復習：教科書、自らの授業ノートを参考に授業内容を再度確認し、授業において議論した内容について自分
の意見を考える、１時間。

教科書・参考書
 康永秀生  医療概論  、健康支援と社会保障制度①  医学書院、２,０００円
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成績評価方法と基準
授業中の発言（５０％）、試験（５０％）。知識の量ではなく、体系的に思考する力、知っている知識を用
いて自分の意見をまとめる力を重視する。

課題等に対するフィー
ドバック

授業内容につき復習したときに分からなかった点、疑問に思った点を次回講義にて質問する。

オフィスアワー
Campus Square参照

留意事項

非対面授業となった場
合の「①授業の進め方
」および「②成績評価
方法と基準」

①ZOOMによるオンライン授業またはオンデマンド動画授業

②期末課題90％、課題レポート10％
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